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名
東
警
察
署
は
、
八
月
九
日
、
警
察
署
設
立

四
〇
周
年
を
記
念
し
て
名
東
防
犯
協
会
連
合
会

交
通
安
全
協
会
名
東
支
部
、
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
の
後
援
に
よ
る
親
子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
親
子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
防

犯

・
交
通
安
全
の
専
門
家
の
他
、
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
管
内
居
住
の
親
子
二
組
、
管
内
居
住
の

親
子
や
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を
行

っ
て
い
る

団
体
な
ど
、
多
数

の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
一
日
警
察
署
長
に
委
嘱
し
た
Ｃ
Ｂ
ｃ
ア

ナ
ウ

ン
サ
ー
小
高
直
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
る
子

ど
も
の
安
心

拿
安
全
に
関
す
る
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
防
犯
少

年
団
と
交
通
少
年
団
に
よ
る

「
名
東
区
子
ど
も

安
全
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

※
皆
さ
ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
、
子
ど
も
の

安
心

・
安
全
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合

っ
て

み
て
下
さ
い
。

○
子
ど
も
が
危
な
い
と
こ
ろ
を
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う

○
危
な
い
目
に
遭
い
そ
う
に
な

つ
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
考
え
て
み
ま
し
よ
う

詳
し
く
は
名
東
署
ま

で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一日

…CBCアナウンサー
小高 直子さん

ミニ広報任コンクニ″ιo鶴催

9月 21日から30日まで 秋

"

会場において、交番員が

作成した交番ミニ広報紙 21

紙を掲示して、コンクール

を開催しました。その結果

高針交番の橋本巡査が作成

した「高針のともしび 5月

号Jが、第 1位となりまし
た。皆様のご協力ありがと

うございました。

○

夕
聾
縫
鷺
と
甕
圃
眸
彗
書
申

電
藍
鷺
輩
嚢

薫
中
勢
霙
遍
襲
畿
を
」
く
骨
修

早
め
の
ラ
イ
ト
，
反
射
材
着
用
で
防
ぐ
事
故

１
　
自
転
車
は
、
前
照
灯
を
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
し

ま

し

よ
う

。

２
　
自
動
車
は
、
対
向
車
や
先
行
車
が
い
な
い
場

合
は
、
前
照
灯
を

「
ハ
イ
ビ
ー
ム
」
に
す
る

な
ど
し
て
、
夜
間
の
視
認
距
離
を
確
保
し
て

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

３
　
歩
行
者
は
、
夜
間
の
外
出
は
反
射
材
を
身
に

付
け
ま
し
よ
う
ｏ

９
躍

懇
日
は

肇♯
９
１
１
０
』
警
菫
相
談
彙
購

緊
急
な
こ
と
は

「
１
１
０
番
」
、
そ
れ
以
外
の
困
り

事
、
情
報
提
供
な
ど
は

「♯
９
１
１
０
」
に
電
話
を

し
て
下
さ
い
。
に
注
意
し
ま
し
戚
う
。

９
月
は
台
風
の
発
生
が
多
く
心
配
な
月
で
す
。

日
頃
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
非
常
持
ち
出
し
袋
の

準
備
や
避
難
方
法
等
を
考
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

凄
聾
薦
一
‐
・

名
東
区
内
で
は
、
息
子
を
編
つ
た
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
電
話
、
架
空
請
求
の
メ
ー
ル
や
訴
訟
最
終

通
告
な
ど
と
書
か
れ
た

ハ
ガ
キ
が
多
数
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
手
に
連
絡
し
な
い
で
無
視
す

る
か
、
警
察
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

i 親子シンポジウムには、名古屋市内で
活動していただいている青色パトロール

隊の皆様をはじめ、みまもり活動をして
いる方々の多数の参加をしていただきま
した。

今後も皆様のご

活躍を期待してい

ます。 (署長)


